
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅲ 市街地再開発事業 
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（ ）事業の 要

 事 業 の    東京都市計画事業 地区 市街地再開発事業 

 施 行 者   東京都 

 施 行 地 区   区高 目の一部 

エ 施 行    1 3  

 施 行 間   平成31年 年度（ 公 定） 

 権 利 者    （土地 有者 土地建物 有者 地建物 有者 11） 

 年 31 現 重 する権利者と 公 を除く。  

 整備される主な公共施設 

    都市計画道路   線街路 332 線（ 22 、 ） 

    地下 広場   広場 、広場   

    区 画 道 路   地区 線道路（ 東 連 道路） 

（ ４ 、全 2 、 ） 

（ ）事業の目的

は、 空 に する京 行本線と、都心部や成 空 に する都

線との として、広域的な結節 能を っており、空 要の増大に い、その重要 は高

まっている。 

また、周辺では 中 新 線の開業が 定されるなど、 と 本 地を 結節点として

の が されており、 本の成 を する 交 点として、ＪＲ東 本 基地

地などを中心とした開発が進められている。こうした 地区周辺の開発に い、 で

は利用者の増加が見 まれることから、 能の強化が不可 となっている。 

せて、ＪＲ東 本山手線・京 東 線、 ・ 間において、新 （高 ー ）

を開業することから、 と 線街路 1 線（ 道1 ）とを結 、 線街路 332 線の

整備が必要となる。 

上 のとおり、 地区は、 交 点としての一 を う地区であり、広域的・ 的

な都市施設である 道施設の整備とともに、新 （高 ー ）までの 道路とし

て重要な を う 線道路などの都市基 整備とを一体的に進めることを目的として、 市

街地再開発事業を施行するものである。 

（ ）事業の経

平成2 年11   都市計画 定 （平成2 年11 3 （ 区 定 ） 

平成31年   事業計画 定 （平成31年 2 （東京都 1 ） 

年   管理 分計画 定 （ 年 1 ） 

  線街路 332 線 区道 供用開  （ 年 12 ）

年   管理 分計画変  （ 年 1 ） 
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年11   事業計画変  （ 年11 2 ） 

年   特定建築者 定 

４年   事業計画変  （ ４年 1 ） 

年   管理 分計画変  （ 年 2 ） 

土地利用の現況
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（４）事業の現況

平成31年 に事業計画を 定し、その 、再開発ビルに 居することの意 となる

（ 居 ）の 出の を行った。 

元年 には、権利床の 置の を 、 年 に管理 分計画を 定した。 

 年 には、高 ー の開業に合わせ、 線街路 332 線（ 区道）の道

路開 （供用開 ）をした。 

（ ） 年度の 定

・ 化 調査の 施（ 代の 、 代の 、 路 等） 

・特定建築者による 地整備 事 
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